
２０２２年２月、３月で内部監査を実施しました。グループ重点項目である「個人情報保護
の実践」、サイト重点項目である「第三者評価結果の有効活用」を中心に様々なディスカッ
ションが⾏われました。近年の内部監査は、業務プロセスにスポットを当てた監査を実施し
ておりましたが、今回はどちらかというと規定やルールを守っているかの適合性の監査とい
う視点で実施された印象でした。
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Topics 「ガス・電気・ガソリンの無駄の削減を！」
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リユース活動のリスタート
当院では⽂房具のリユース活動を⾏っています。今更かもしれませんが、
リユース（Reuse）とは、「繰り返し使う」「再使用する」と言った意
味で、限りある資源を⼤切に使い、廃棄物を減らす事で自然環境への負
担を抑える為の取り組みの一つです。SDGsの視点からも不用品として
そのまま捨てるのではなく、欲しい人に譲って使ってもらうことが⼤切
な活動となります。
今までも活動していたのですが、設置場所の変更や当院の流れ（ルー
ル）の再周知など、皆様が利用しやすい環境を整えてリスタートしたい
と考えています。資料がまとまりましたらKMS推進部会やK＠NETで情
報の共有ができればと思っておりますので、宜しくお願い致します。

突然ですが、、、昨今電気・ガス・ガソリン料⾦の⾼騰が話題と
なっていますが、何故このような状況となっているかについて
考えたり、調べてみたことはありますか？調べると様々な分析が
公表されており、多くの要因が挙げられていました。

① 地球温暖化への問題意識の⾼まりによる、化⽯燃料開発への投資の停滞（供給停滞）
② 脱原発の機運上昇による、⽕⼒発電への再依存（化⽯燃料需要拡⼤）
③ Covid-19で一時的に停滞した消費需要の回復（消費需要回復）
④ ウクライナ紛争による供給量減
⑤ 円安による輸入価格の上昇

上記のことが相まって今の状況に繋がっているようです。①・②・③から「供給が停滞、
需要は拡⼤」して化⽯燃料の価値が上がっており、需給バランスの改善は短期的に⾒込め
ないことも想像できるので、一過性の⾼騰ではないことが分かってきます。
渓仁会グループでは、２００４年のISO１４００１審査登録以来、環境マネジメントの一環
として様々な形で電気・ガス・ガソリンの無駄な使用を削減する取組みを続けてきました。
特に当院ではここ数年、全館LED化やガスボイラーの更新など削減効果の⾼い⼤型設備投
資の実現や職員の協⼒により、受診者が増加している中でも使用量は現状維持から微量の
削減で運営することが出来ておりましたが、上記の状況を踏まえると、一層の削減策を検
討・実施していく必要があるように思います。
当院における電気の主要な用途は「照明・空調（エアコン等）」です。ガスは「空調
（ファンコン）・シャワー」が主な用途となります。ガソリンは社用⾞の燃料以外には使
用しておりません。先ずはこれらを検討対象として考えていくことになります。削減策に
ついては、KMS推進部会等でこれから詳細を検討していきますが、当院全体の創意工夫と
団結を以て一層の無駄の削減を進め、環境に優しい運営を実現していきましょう！

２０２２年度 内部監査実施

適合性監査になると、自然と悪いところを⾒つける意
識が⾼まる傾向にあると感じておりますが、監査員は
初心を忘れず、被監査部署の良いところ⾒つける姿勢
で有意義な監査が⾏われたようでした。
被監査部署で検出された課題については、改善方法を
検討していただきたいですが、監査員が⾒つけた被監
査部署の良い部分についても情報共有を⾏い、より良
い施設になるためのきっかけにしていただきたいと思
います。
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次回４１号（６月）は、広報室です！

システム開発課 『クリアデスクの徹底』

とんかつの品質向上について、
委託業者と共に検討を進めております。
近い時期に、お⾁及び下処理方法の変更、
揚げ工程の改良を計画しております。
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食事の質が落ちたように感じた。
⾁が固く、パサパサしていて
スジが気になった。
また衣も焦げている。
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スジが気になった。
また衣も焦げている。

貴重なご意⾒をありがとうございます！

個人情報保護について確認・勉強しましょう！~個人情報保護設問集~
渓仁会グループで毎年実施している「個人情報保護設問集」への回答ですが、本年度も実
施時期となりました。実施方法についてはK＠NETをご参照いただくか、各科のKMS推進
委員へお尋ねください。
本取組みは、個人情報保護法で定められた「従業員に対する必要かつ適切な監督」の一環
として⾏われています。「従業員」とは一般職員は勿論のこと、経営者や役員、短時間労
働の職員、事業所内に常駐している委託業者など、同じ空間で働いている全員を指してお
り、レストランや清掃のスタッフ、守衛さんも例年実施しています。
設問への回答を通じて自⾝の理解度を確認いただくことが主目的ですが、年1回のこの機
に、個人情報保護の重要性を再確認し、必要に応じて個人やチームの知識向上にお役⽴て
ください。

節約できることは積極的に⾏いましょう
我が家の事ですが、二人暮らしで1ヶ月のガス代が
20,000円を超えました。
ガス、電気等の値上がりが続く中で、職場でも皆様の
少しの気付きが⼤きな節約に繋がりますので、電気の
消し忘れ等に気を付けましょう。

職員⾏動基準を読み返してみましょう。
2022年度が終わり、新たに2023年度が始まります。
この機会に今一度、ＣＳＲ「職員⾏動基準」ハンドブックを
読み返してみませんか。ハンドブック54Ｐの「11.職場環境」を
再認識し、より良い職場環境を目指しましょう。

システム開発課では、できるだけペーパーレスを進めていますが、紙媒体を完全に無く
すことは難しく、一部の業務で紙を使用しています。個人情報を含む紙は、随時シュ
レッダー等で処分するのが理想ですが、業務上できない場合もあります。紙がデスク上
に散乱していると、漏洩や紛失のリスクが⾼まりますので、対策として退社時に、デス
ク上に紙が散らかっていることがないように、
部署内でクリアデスクの声掛けをしています。
細かな取り組みではありますが、少しでも
トラブルの元になり得る要素を排除するべく、
⽇々業務に取り組んでおります。


